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熊本地震における災害支援：本部業務について 

 

１．大規模災害リハビリテーション支援関連団体協議会（ＪＲＡＴ）の組織図 
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２．熊本地震支援のためのＪＲＡＴ組織体制 
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３．発災からの活動経緯（厚労省提出書類から） 
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４．本部における業務（ロジスティック業務） 

１）本部員の体制 

本部長（リハビリテーション医師）と、ＰＯＳ3～4人による事務局機能 

1～4，5日から 1週間程度の勤務交代を基本とした。 

熊本現地本部と 後方支援として東京本部が設置された。 

熊本現地本部は熊本県の医療者と全国から集まったＰＯＳの支援者で構成した。 

熊本現地本部のロジ機能を担当したＰＯＳは国際医療技術財団（ＪＩＭＴＥＦ）の研修を受けた人たち

を基本とした。（災害リハのロジスティックス機能の研修を受けていることから） 

 

２）東京本部 

 情報の分析 

 社会資源の分析 

被災地への支援調整 

現地支援部隊あるいはロジスティック要員の召集、人員と日程のマッチング、ＪＭＡＴへの登録、

実際の業務の調整とその情報収集、 

  熊本現地本部との連絡 

  日常業務の記録・管理→熊本現地本部への集約前は 両本部の活動をまとめて記録し、ＨＰへアッ

プする機能を東京本部で行っていた 

  クロノロジー（クロノロ） 

   記録ツールで 通り過ぎていく情報を時刻とともに記載する方法。本部に入った情 

報や指示事項をそのまま記載する。発信元、発信先を明記する。予定については予定 

が立った時刻を記載し、予定事項や予定時刻を記載する。速やかに電子化記録として 

保存する。定期的に本部要員が共有し、見直しを行う資料となる。 

 

  本部には常時以下のものが情報として掲載されている。 

   問題・解決リスト 

   活動方針 

   指揮系統図と本日の活動部隊の人員と現在の活動状況 

   主要連絡先 

   被災状況・現場状況（地図）など 
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３）熊本現地本部 

 調整本部：県庁内にあり、行政との窓口となる 

      物品の管理、発注 

対策本部：情報の収集と発信※ 

      社会資源の情報収集と発信※ 

      災害状況と派遣状況のマップ作製※ 

      派遣が必要な情報収集と発信※ 

       介入対象、内容、期間の決定を行い、地域資源をどう使うかを決定する 

      被災地支援の現地部隊とのハブ機能 

      日常業務の記録・管理 

      東京本部との連絡 

 

熊本現地本部の被災地支援の 

現地部隊と本部とのミーティング 

  

 

 

 

 

４）ＨＰによる現地活動報告 （http://www.jrat.jp/） 
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５）本部の集約化 

 熊本現地も第 3フェーズに入ったと判断し、6月以降は、東京本部は閉鎖し、熊本新本部へ移行する形

となった。Kumamoto-JRAT や広域支援センターの活動を側面支援する形となり県外からの派遣は１～

２チームとなっている。 

 

４．東京本部、現地本部の支援を通して感じたこと 

大災害における原則として、情報の一元化、体系化、共有化、継承化が重要であると言われており、

さまざまな支援がばらばらに行われるのではなく、本部機能がきちんと機能することは必須事項である

と思われる。 

また、被災地への災害リハの役割としてそれまでのリハ医療を守ること、避難所などでの廃用症候群

を予防すること、新たに生じた各種障害への対応、異なった生活環境での機能低下、生活機能向上のた

めの環境を作ることと言われている。また災害支援にはフェーズがあり、時間の経過とともに「元の状

態に戻す」という復旧を目標に柔軟な対応が必要である。リハ的なかかわりが過不足なく実施されるこ

とが大切で、最終的な目標は地域資源の災害前にあった姿に戻すことにあるのであり、その橋渡し役で

あり、従来のサービスが戻ってきた時点で緩やかに撤収することも必要であると感じた。 


